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『火遊びによる火災の防止』

熱中症に気を付けましょう！子どもの火遊びを防ぎましょう

豊浦消防団 （7月１日現在）
消防団本部	 7名
第1分団（本町地区）	 33名
第2分団（大岸地区）	 16名
第3分団（礼文華地区）	 12名
定員85名	 計68名

豊浦町火災・救急発生件数
 6月 ●火災件数   1件（累計 　 2件）

●救急件数 16件（累計　95件）

　子どもは、成長とともに、大人がすることに関
心を示し、まねをして遊ぶようになります。
　子どもの火遊びによる火災は、大人がいないと
きや人目につきにくい場所で発生することが多
く、また子どもは叱られると思い、なんとか消そ
うと消火を試みたり、恐怖でその場から動けなく
なってしまうこともあるため、火災の発見が遅
れ、消火が困難となり、子どもが逃げ遅れて命を
落とすという悲惨な火災が発生しています。
　最近では子どもが簡単に着火できないよう、ラ
イターなどが改良されておりますが、道具の進化
だけでは安心できません。
　大切なのは、保護者や周囲の大人が子どもたち
へ火の恐ろしさを教え、火遊びは絶対にしてはい
けないことだと繰り返し教えることです。また、
恐ろしさだけではなく、普段の生活に欠かせない
火の役割や大切さなども教えていく必要もあり
ます。

　気温が高くなると熱中症のリスクが高まりま
す。熱中症は高温多湿な環境の中で体温調節が
できなくなり、体内に熱が溜まることで起きる
健康障害です。屋外だけでなく室内でも発症し、
重症になると意識を失ったり、命にかかわるこ
とがあります。
　熱中症は予防策をとることで防ぐことができ
ます。こまめな水分補給・塩分補給、涼しい服装、
無理をしない行動を心がけて暑い夏を安全に過
ごしましょう。

～上級救命講習一般公募のご案内～
　急な病気やケガなどの救急現場に遭遇した
際、その場に居合わせた人が、救急車到着まで
の間、救命に必要な応急処置を行うことがと
ても重要です。
　当組合では、いざというときに、より高度な
応急手当を行えるよう、普通救命講習より１
歩踏み込んだ内容の上級救命講習を開催いた
します。受講資格などは一切ございません。
　興味のある方はこの機会にぜひ参加し、高
度な技術と知識を身に付けてみませんか。
　カリキュラムを全て受講された方には修了
証を交付いたします。

【日　時】9月13日（土）午前9時～午後6時
【場　所】伊達市松ヶ枝町13番地１
　　　　消防・防災センター３階　教育ホール

【受講料】無料
【定　員】15名
【申込先】伊達消防署 警防課救急係
　　　　（0142−23−5119）

【申込期間】8月15日（金）～ 8月31日（日）
【その他】筆記用具を持参し、動きやすい服装で

お願いします。
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